
全ての者が  

一つと成る為に 
 

みんな仲間 

生涯の友となろう！ 

 クラブ設立25周

年、誠におめでとう

ございます。ブリテ

ンの依頼を頂き、25年の時の早さに驚いてい

るところであります。 

 私はクラブ設立準備当時のチャーターメン

バーとして27年前に入会させて頂きました。入

会時にはまだ右も左も分からず、取りあえずク

ラブに出席する事が大事だと教えられた事を

今でも思い出されます。早崎、藤田、岡西様の

会長時に、三役としてクラブ運営にかかわり、

段々とワイズやYMCAについて色々と勉強さ

せて頂き、私なりに理解出来るようになって行

きました。 

 今回、第九代会長としてのメッセージという

事で、一番に思い出されるのは、やはり平成７

年１月17日に発生した阪神淡路大震災であり

ます。クラブとして何をしなければならないか、

色々と模索している中、京都YMCAから市内16

クラブの会長に召集がかかり、クラブ別、地域

別で炊き出し活動を行う事が提案されました。

ひとつの反対クラブも無く日程が組まれ実行さ

れることになり、我々は２月10日に長田区内の

公園で行う事に決まり、特別予算の承認を得

て準備に入りました。 

 メネットの協力も頂き、豚汁300食、カレーう

どん200食を用意、プロパン用具、レンタカー

の手配他、パンやミカン、玉子なども積込み、

前日24時に広井様宅で給水を終えた後、緊急

支援物資輸送車 ２台、10名で現地に向かい

ました。傾いた高速道路、倒壊した建物、想像

以上の被害の大きさに目を疑いながら、無数

の自衛隊用テントが広がる公園の入口で炊

き出しを始めました。 

 事前の調査で、西宮YMCAの方より地域の

説明や注意事項の指導を受け、朝食、夕食

を作り、皆さんに空腹をしのいで頂きました。

休憩する時間も無く、仮眠だけで慣れない作

業を続けましたが、全員疲れた様子もなく、

予定より早く炊き出しを終了する事が出来ま

した。 

 テント生活の中、学校や仕事場へ向かわ

れる時や帰りの時、「ありがとうございます」

と、明るく感謝のお声を掛けて頂き、私達の

活動は皆様のお役に立っているのだ、これ

が本来のボランティア活動だと感じ取りまし

た。その後も、街頭募金、YMCAボランティア

ビュロー委員会の行う多数の活動にも参加

した事が昨日のように思い出されます。 

 阪神淡路大震災は大変不幸な出来事では

ありましたが、ボランティア元年と言われ、

我々の活動を応援して下さる人達やクラブ以

外の方々が、小さなボランティア募集の記事

を読んで多数参加して下さいました。あれか

ら17年以上の歳月が経ち、一緒に活動した

元メンバーの死去、現在闘病生活をされてい

る方々がおられるのをお聞きして、大変心が

痛む心境であります。プリンスクラブ在籍中

は、人との出会いや色々な事業活動を体

験、経験させて頂き、本当に感謝しておりま

す。 

 これからも、30年、40年と末長いクラブのご

発展とメンバー皆様のご多幸を心よりお祈り

申し上げます。  
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Audere est Facere － To dare is to do  とにかくやろう － 成せば成る 

To dare is to do  とにかくやろう － 成せば成る 

ワイズの原点、愛と奉仕で社会に貢献  理想を目指して変革と行動！ 

志を共有し、小さな一歩大きな前進 ～思いやりと感謝の気持ちで粘り強く～ 

メンと共に歩める喜び 

聖    

句 

『 第九代会長時の思い出 』 

第九代会長  藤原 裕士  

会長主題 

７日(水) 通常例会 
２ヶ月余りに迫った25周年

記念事業に向けての準備

を進める例会です。 

 

１８日(日) Xｍａｓ例会 
洛中、エイブル、ウエルク

ラブとの４クラブ合同クリス

マス例会を、洛中クラブの

ホストで京都全日空ホテル

で行います。例によってコ

メットのキャンドルサービス

あり、大人も楽しめるアトラ

クションもあり。師走の一時

を大いに楽しみましょう。 

１２月 例会案内 

例会出席 

11月第一例会   １０名 

11月第二例会    ５名 

在籍者数     １４名 

広義会員数     ２名 

出席率      91.6％ 

ＢＦポイント 

ファンド 

ニコニコ 

切 手        0pt 

現 金        0円 

累 計        0円 

じゃがいも   209,402円 

 

 

累 計     292,052円 

11月第一例会  3,000円 

11月第二例会    0円 

累 計     17,000円 

EMC-MemberShip 

すると天使は言った。「マリア、恐れることはない。あなたは神から恵みをいただいた。あなたは身ごもって男の

子を産むが、その子をイエスと名づけなさい。」 

ルカによる福音書1章12節～13節   



１１月第一例会は、８月に引き続き２回目の２５周年記念事業準備例会となり、

今回は記念事業の成功に向けて西村実行委員長が、企画と総務の２つの委員会に分

けられ、その委員会毎での具体的な準備打ち合わせとなりました。 

企画委員会では、当日のプログラムの詰めをする中で、特に第二部のアトラク

ションについて具体的な打ち合わせがされました。そしてもう一つの大事な仕事、

２５周年記念誌についての今後の動きが検討されました。 

この時期に具体的な動きをしなくてはならないのは総務委員会。まず１１月中に

京都部全クラブへのアピールをするため、日程と人の振り分け表を作成。メンバー

全員が２～３回他クラブの例会に参加してアピール。そのためにはチラシを作成、

そして案内状も送付。メンバー全員のモチペーションも急激に向上してきたととこ

ろでタイムアウト。ハッピーバースデー、ハッピーアニバーサリーのお祝いをし

て、この日の例会は終了しました。 

 2011年２月25日 プリンスクラブ設立２５周年記念例会をグランドプリンスホテルにて開催 

2011.11.2 
ブリテン委員会 第一例会   

ホームページ アドレス  http://www.prince-ys.com 

 １１月にしては以上に暑い日が続いています。そ

んな中、３日の文化の日に三条ＹＭＣＡに於いて

“専門学校学院際”が行われました。プリンスクラブ

は例年の出し物の“ホットドック”の模擬店で協力し

ました。 

 プリンスクラブとしては毎年の学院際とチャリ

ティ－ランの度の出店で超得意の分野であるはず

ですが、今回は数の読み間違い？？？か１５０食準

備したにもかかわらず１００食しか販売できずギブ

アップ。隣のウエストクラブの“やきそば”にも、最初

は大きく水をあけリ－ドしていたものの最終コ－ナ－で離され完敗。敗因は学院際の出席者

が去年に比べると、えらく少ないような。特に子供の数の少なさがこたえた様です。来年から

はもう一度、販売数見なおす比ゆ用がありそうです。￥１８９００の収益はその場でＹＭＣＡに

寄付させていただきました。学院際としてはそれなりの賑わいはあるものの集客力に欠けてな

んか無理があると感じました。今回の参加はメンバ－７名、メネット１名でした。 

 本題からは外れますが、ホットドックを売りながら眺めていると、三条通りを行き交う人たちは

男女を問わず、個性的でお洒落な人が多い事に気づきました。河原町に比べると年齢層は

若干高いものの、何となく落ち着きの在る良い空間の様に思いました。観光客も多いし京都

京都YMCA学園祭   
2011.11.3 
三木 貴夫 

 一週間ほど前県北の三次で震度５弱の地震が有りびっくりし

ました。西条は３度でしたがかなり揺れました。４，５日は余震も

あり、東北のかたの怖さは大変だったと思われました。 

 今年も一ヶ月たらずになりました。急に冷え込み、体が堅くなり肩がこってしまいます。  

先日予定していましたみかん狩りは雨のため中止になり残念でした。日程がくめれば実行し

たいと思っています。２３日はチャリティランが開催されマゴメットを含むチ－ムで頑張りました

成績は今一つでしたが参加することに意義ありです。１０日には学Ｙに声をかけクリスマス例会

をいたします。ピアノ演奏を聴きながら楽しい会にしたいと思っています。 

 ついこの間、ワイズ年度が始まったばかりと思っていましたが、

早いものでもう年末です。１２月には、サンライズはおなじみの

山中クリスマスと、お散歩例会・忘年会が有ります。 

 １１月５日(土)、あずさ部では部会(おそらく全国で最後)が松本で開催されました。講演は蕎

麦打ち名人による「蕎麦談義」と「蕎麦打ち体験」、善光寺玄証院住職福島貴和氏(長野クラ

ブ副会長)による「バングラデシュの仏教徒」でした。終わって、懇親会では蕎麦づくしの料理

と、手打ち蕎麦をご馳走になりました。 

 晩秋(初冬？)の信濃路を楽しんでの帰りの電車の中では、２０人近くの在京のメンバーが、

いつものことながら周りの迷惑も顧みず、お土産に頂いてきた懇親会の残り物のお酒やビー

ルで、ワイズ談議に花をさかせました。 



今年のもみじは、一週間遅れだったけど、色は鮮やかだったなぁ・・・ 

西村 博 

 １１月２３日リトセンオータムフェスタが開催されました。我がプ

リンスクラブも久々の参加です。今年は、岡西会長の思いもあってメ

ンバー全員の参加を希望して例会振り替えになりました。メンバー

５名と岡西ﾒﾈｯﾄ会長、メンバー候補2名の参加を頂き総勢8名で

“ぜんざい”の販売です。三村ワイズが前日の夕方から奮闘して

すばらしく美味しい“ぜんざい”を作ってくれました。三村ワ

イズに大感謝です。 

 当日は、曇り空でしたの少々肌寒く１１時から１４時ぐら

いまでの予定でしたが、短時間で予定数を完売しました。事

前にＹＭＣＡから今年は例年より参加メンバーが多いので各クラブ

はそのつもりで各ブース沢山供給してくださいとのことでした。多分、

“ぜんざい”も１５０食ぐらいは、お出しすることができたと思います。ワイズ

メン・メネットに加えて各クラブの支援先からの参加や３月大震災の被災者

の方々も参加され、大勢のにぎやかなフェスタとなりました。リトセン近隣

の方がお米や野菜を販売されたりワイズメネットのフラダンスがあったりと

盛りだくさんの内容で楽しい一日となりました。仲間が集うということは楽

しいものですね！ 

2011.11.２３ 
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上野 晃平 

 11月23日晴天とはいかなかったですが、ＹＭＣＡリトリートセンターキャンプ場にて

オータムフェスタが開催されました。祭日にもかかわらず多くの関係者、ワイズメン、

リーダー達が一体となり秋深まるキャンプ場で盛大に屋台、アトラクション、パフォー

マンスと盛り上がったひと時でした。 

 我がウェルクラブは今年も揚げタコやきを出店して多くの人たちに喜ばれ、子供達が2回、3

回と食べに来てくれたことが印象に残っております。ただ今回急きょ１００食分から１５０食分に

増やしましたが、結局３０食分が余ってしまいました。人数と食分の把握が課題と思います。 

ウェルクラブ全員出席の５人でした。  

第二例会  リトセンオータムフェスタ 

 赤銅色に鈍く光る月を1２月１０日(土)の夜に見る事が出来ます。地球の影の中に月がすっ

ぽりと入ってしまう皆既月食を、２０００年７月以来、11年ぶりに日本全国で見る事が出来ます。 

 まんまるい月が突然欠け始め、だんだんと三日月に近づき、やがて赤黒く輝く月となる。小

一時間もすると、また三日月となり、そして再びまんまるい月に戻る。数時間の間にこのような

変化が見れる、とても不思議な現象が「皆既月食」なのです。 

 では、その様子を時間とともに追いかけましょう。南東の空高くにある月が、午後９時４５分か

ら欠け始め、４０分ほどで半月となります。午後１１時６分には三日月も消えてしまい皆既月食

が始まります。赤銅色に鈍く光る月になってから約５０分ほどで皆既月食は終わり、日が代わ

る直前の午後１１時５８分には三日月が現れ始めます。それから４０分後には半月となって、午

前１時１８分には再び満月に戻ります。 

 この皆既月食は、月の南中時に起こるので、見ている私達の頭の真上で起こります。欠け始

めから終わるまで約３時間半のドラマで

す。ずっと見ていると首がだるくなるの

で、寝ころんで見るなど、見やすいスタ

イルで楽しんでください。 

 右の図で、地球の本影の中に月が入

り、太陽の光が届かない時が、皆既月

食の状態ですが、まったく光が届かな

いのではなく、地球を回り込んだ波長

の長い光が月面に届くために、月は赤

黒く光って見えるのです。 

 私の感想ですが、デジカメは

フィルムに比べて暗い被写体も

写しやすいと思っています。そ

こで、ぜひ皆既月食中の月を

撮影してみてはいかがでしょう

か。 

 撮影する際には、ズーム機能

をなるべく望遠側にして、撮影

します。このとき、手ブレを防ぐ

ために是非三脚などに固定し

て写してください。 

 ピントは「無限遠」なのでＡＦ

の場合は、月に向けてピントを

合わせます。暗い中での撮影

ですが、フラッシュは光らない

ように設定します。皆既の状態

を写す時は、露出時間が長く

なるので、必ず三脚等を利用し

て、カメラを固定して写してくだ

さい。 

 皆既の状態は５０分も続き、ま

たデジカメでは、いろいろな撮

影シーンが選べるので夜景や

花火など、試される事をおすす

めします。 



１．クリスマス献金受付中 

 クリスマス献金への、ご協力よろしくお願い致

します。  キャンペーン期間は12月1日～1月31

日となります。 

２．会員クリスマス 

京都ＹＭＣＡでは、今年もクリスマスのプログラム

を行います。一般の方もご参加できます。ご家

族、お友達で是非ご参加ください。 

クリスマス礼拝・キャロリング     

日時 12月16日(金) 午後7時30分～９時解散  

礼拝・奨励 日本キリスト教団 世光教会 牧師 

榎本栄次 

場所  三条本館および三条寺町界隈・新京極周

辺でキャロリング 

ロビーコンサート 

12月12日(月)～16日(金)各日午後6時30分～7

時30分 京都ＹＭＣＡ三条本館１階 

12日（月）合唱とフルート  〔光の音符〕 

13日（火）合唱 〔アウトドアクラブリーダー クリ

スマス聖歌隊〕  

14日（水）ハーモニカ演奏〔デュオ・ユットラ〕 

15日（木）ゴスペルミュージック〔Vocal Unit Joy 〕 

16日（金） ハンドベル演奏 〔交渉中〕 

３．新たに、いのちへの思い『兄のランドセル』～

いのちの政治家 山本孝史物語～ 

京都YMCAリーダーOB山本孝史さんの物語で

す。京都ＹＭＣＡも後援しています。 

原作 山本ゆき 

主催 山本孝史のいのちのバトン 

第1部 朗読劇『いのちの政治家 山本孝史物語 

兄のランドセル～』 朗読 田中健{俳優}・鈴木美

智子{ラジオパーソナリティー}・中西啓{少年役}  

 古箏 伍芳（ウー・ファン）   

第２部 トークショー ｢新たに、いのちへの思い 

山本孝史さんを語る｣ 六代目 笑福亭松喬・玉

井義臣(あしなが育英会会長)・山本ゆき  

日時 １２月１５日（木) 午後6時30分～午後8時

30分{開場午後6時} 

場所 ドーンセンター・７階ホール{大阪市中央区

大手町1-3-49 電話06-6910-8500} 

入場料 ３，０００円{自由席} 定員500名  

４．スキーキャンプ参加者募集中！ 

会員外の方は各キャンプ費用のほかにシーズン

会費2,000円(ファミリーは4,000円)が必要です。 

Ａ．白山スキー 初心者～中級者向き 対象 小

学１～６年生 

日程  ２月10日（金）夕～12日（日）夜 ２泊３日

(２泊７食)  定員 ７０名（最少催行人数25名） 

行先 白山瀬女（せな）高原スキー場（石川県） 

宿泊 金沢学院大学白山麗研修センター 

費用 ４１,０００円（内申込金８,０００円） 

Ｂ．リトルキッズスキー春      初心者～中級者向

き 対象 小学１～２年生 

日程 ３月26日（月）朝～30日（金）朝 ４泊５日

（４泊１１食うち車中１泊） 

定員 ６０名（最少催行人数２５名） 

行先 志賀高原天ヶ原スキー場（長野県）  

宿泊 志賀パークホテル 

費用 ６５,０００円（内申込金１０,０００円） 

Ｃ．小学生スキー春   初心者～中級者向き 対

象 小学３～６年生 

日程 ３月２６日（月）朝～３０日（金）朝   ４泊５

日（４泊１１食うち車中１泊） 

定員 ６０名（最少催行人数２５名） 

行先 志賀高原天ヶ原スキー場（長野県） 

宿泊 志賀パークホテル 

費用 ６５,０００円（内申込金１０,０００円） 

Ｄ．中高生スキー春 初心者～中級者向き 対象 

中学１年～高校３年生 

日程 ３月２４日（土）夜～３０日（金）朝 ６泊７日

（６泊１０食、うち車中２泊） 

定員 ３０名（最少催行人数１５名） 

行先 志賀高原ジャイアントスキー場（長野県） 

宿泊 ホテル ベルグ  

費用 ６９，０００円（内申込金 １０，０００円） ※

昼食費は含みません。 

Ｅ.チャレンジスキー春 中～上級者向き 対象 

小学４年～高校３年生 

YMCAワッペンテスト５取得または緩斜面でのパ

ラレルターンができる方対象となります 

日程 ３月２４日（土）夜～３０日（金）朝  ６泊７

日（６泊１０食、うち車中２泊） 

定員 ２５名（最少催行人数１０名） 

行先 志賀高原ジャイアントスキー場（長野県） 

宿泊 ホテル ベルグ 

費用 ６９，０００円（内申込金１０，０００円） ※

昼食費は含みません。 

５．ボランティアセミナーのご案内 

 がん患者さんとそのご家族へ 第59 回  苦し

み、悩み、不安を共有しませんか。 

 この会は患者さんとそのご家族が抱いている苦

しみや悩みについて、患者さん同士、そのご家族

同士が話し合い、がんとうまく付き合うための情

報交換の場です。 

日時 2011年１２月１７日(土) 午後７時～９時 

場 所  京都ＹＭＣＡ(三条柳馬場) 

参加費  お一人 ３００円(お茶代等)    

申し込み 下記お電話又は vb@kyotoymca.or.jp 

全てのプログラムお申込・お問合せは 三条本館 

電話０７５－２３１－４３８８ まで  

 

 

神は孤独な人に
身を寄せる家を
与え、捕われ人

を導きだして清い所に住ませてく
ださる。    詩編  第68編７節 

 

 「ヨセフとマリアは宿屋を探し、イ

エスはベツレヘムの馬小屋で生

まれました。日々の生活に忙殺さ

れ、まさに心を失っている人、病

にある人、不平等や貧困、差別と

の争いが絶えない世界を、神様

は憐れんで、その重荷をおろさせ

てくださいます。闇に世界に光が

与えられ、人間の力や知恵ではど

うすることもできないときにでも、

神様は見捨てずに諦めないで、

苦悩している一人ひとりを理解し

ようと救いの道を開いてくださいま

した。」 

クリスマスおめでとうございます。

今年一年も多くのことがありまし

た。嬉しいこと、悲しいこと、憤りを

おぼえること・・。そんな中にあっ

て、いつも私自身が感じますこと

は、私自身が、またYMCAが「今

試されている」のではということで

す。 

東日本大震災で被災された方々

は勿論、私たちの周りにいる方の

ことに関心を持ち、つまり無関心

ではなく、一人ひとりに寄り添うこ

とができているのでしょうか、ある

いは寄り添おうとしているのかと、

いつも試されているのではないで

しょうか。 

もちろん私たち一人ひとりには力

がありませんから、YMCA、ワイズ

メンズクラブや地域の方々と力を

合わせることが求められ、またそ

の力をより発揮することへの努力

や工夫が求められているのでは

ないでしょうか。 

すべての人が、もみの木の一番

上にある星を見上げるように、希

望の光が見出せるクリスマスであ

りますように。すべてのことに感謝

して。   

2011年２月２５日 プリンスクラブ設立２５周年記念例会をグランドプリンスホテルにて開催 

７日(水) 第一例会 

  19:00 グランドプリンスホテル 

１２日(月)～１６日(金) 

  クリスマス・ロビーコンサート 

  18:30～19:30 京都ＹＭＣＡ 

１６日(金)キャロリング 

  19:30～21:00 京都ＹＭＣＡ集合 

１８日(日) クリスマス例会 

  17:30 京都全日空ホテル 

２1日(水) 役員会 

  19:30 京都ＹＭＣＡ 

12月 スケジュール 

承認された議案 

◆飯尾豊氏・山口政貴氏入会の件 

◆クリスマス例会登録費の件 

  メン：無料 メネット&コメット(大)： 

  5,000円 コメット(小)：2,000円 

  幼児：無料 

◆新年会登録費の件 

  メン：無料  

  メネット&コメット：5,000円  


